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この夏の夜空を思いっきり楽しんでみましょう！！ 

☆☆ 今年は、まれにみる天体ショーの当たり年だそうですよ！ 

 

1 年のうちに皆既月食が 2 回あるだけでなく、火星大接近や流星群など

の天体ショーが目白押し！嬉しいことに天体望遠鏡や双眼鏡が無くても 

ポイントを抑えれば、肉眼でも十分観測出来るとのことです。 

 期待が高まりますね。 

★この夏の天体ショー・スケジュールをご紹介！ 

 

☆ 皆既月食  

・7月 28日(土)  

・午前 4時 30分頃～  

・南西から西の低空  

太陽・地球・月が一直線に  

並び地球の影に月が隠れる現象。      

月が赤銅色に見える。               

 

☆ ペルセウス座流星群               

・観測に適した日                 

8月 12日(日)・13日(月)     

21時頃から流星が出現し始め         

夜明けまで観測出来るといいます。       

 

☆この他 12月 13日～15日頃まではふたご座流星群も観られますよ！ 

 

★「七夕」の星を探してみましょう！ 

織姫と彦星は、七夕に限らず夏の間観測することができます。特に 6 月

中旬から 7月上旬の夜中、真上でひときわ明るく輝くのが織姫(ベガ)。 

右下(南東)の離れたところにある明るい星が彦星(アルタイル)です。 

 素敵な逢瀬が叶うといいですね。💛 

注)月の光の影響を受けない新月(月が 

見えない夜)と、その前後 5日間ずつ 

くらいが流星群観測には最適です。 

・この夏の新月は 

  7月 13日(金)・8月 11日(土) 

 

☆ 火星・大接近       

・最接近：7月 31日(火) 

・東の空から西に移動 

地球と火星が公転軌道の影響で近付き 

火星が通常より明るく見える。 

約 15～17年に一度の現象。 

   21時頃南東の空に赤く輝く小さな光が火星です。 

 


